
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
の
複
数
種
声
点
差
声
字
に
つ
い
て

榎

木

久

董

い

一　
は
じ
め
に

稿
者
は
先
に
、

「高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
」
の
漢
宇
声

調
に
つ
い
て
、

「保
延
本
法
華
経
単
宇
」
∽
反
切
に
よ
っ
て
知
る
こ
Ｌ
の
出

来
る
呉
音
単
字
声
調
と
の
比
較
を
行
な

っ
た
。
そ
の
結
果
は
、

（表
）
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
本
文
献
の
差
声
声
点
に
よ

っ
て
把
握
さ
れ
る
声
調
と
、

「保
延
本
法
華
経
単
宇
」
に
よ

っ
て
把
握
さ
れ
る
呉
音
単
字
声
調
と
に
、
ず

れ
の
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

（表
〉（表

中
の
数
値
は
、
上
段
が
異
な
り
字
数

・
下
段
が
延
べ
字
数
）

本
文
献
で
上
声
点

・
平
声
軽
点

・
入
声
軽
点
で
あ
る
場
合
は
日
本
語
ア
ク

セ
ン
ト
化
の
結
果
で
あ
り
、
入
声
点

・
入
声
軽
点
と
他
の
声
点
と
の
ず
れ
は

ア
ク
セ
ン
ト
に
関
す
る
以
外
の
理
由
か
、
声
調
の
誤
解
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
し
か
し
、
平
声
点
と
上
声
点

。
平
声
点
と
去
声
点
と
の
ず
れ
は
、
本
文

献
の
加
点
者
の
認
識
十
る
漢
字
の
呉
音
単
字
声
調
と
、

「保
延
本
法
華
経
単

字
」
に
お
け
る
呉
音
単
字
声
調
と
が
ず
れ
て
い
る
た
め
の
不

一
致
な
の
か
、

何
等
か
の
原
因
が
あ
っ
て
本
文
献
の
加
点
者
に
お
い
て
、
単
宇
声
調
か
ら
調

値
が
変
化
し
た
こ
と
の
反
映
と
し
て
差
声
声
点
が
異
な
つ
て
い
る
の
か
、
確

定
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
ま
た
、
右
の
場
合
を
含
め
、
去
声
と
上
声
の
ず
れ
、

平
声
軽

。
入
声
軽
点
の
差
声
以
外
に
つ
い
て
は
、

魂
鉄
の
研
究
に
お
い
て
、

そ
の
理
由
が
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
孜
で
は
、
声
点
差
声
字
の
内
、
同

一
の
漢
字
で
あ
っ
て

複
数
種
の
声
点
差
声
の
あ
る
も
の
に
絞
っ
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と

し
た
。
同

一
漢
字
に
対
す
る
複
数
種
の
声
点
差
声
は
、
そ
の

一
方
が

単
字
声
調
か
ら
の
調
値
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
。
考
察
に
お
い
て
は
、
平
声
と
去
声
の
複
数
種
声
点
を

持
つ
漢
字
を
中
心
に
、
関
連
す
る
声
調
溢
し
て
上
声
と
去
声

・
平
声

≧
上
声
の
複
数
種
声
点
差
声
の
あ
る
漢
字
を
主
に
取
り
上
げ
る
。

な
お
、
本
文
献
の
字
音
加
点
は
塗
体
と
し
て
呉
音
で
あ
る
が
、
僅

か
な
が
ら
漢
音
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
本
文
献
の
加
点
者
に
お
い
て
、

呉
音
と
漢
音
と
で
声
調
に
つ
い
て
の
認
識
が
異
な

つ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
そ
こ
で
本
孜
で
は
、
明
ら
か
に
漢
音
読
と
見
な
さ
れ
る
漢

及
び
漢
音
読
と
見
な
さ
れ
る
漢
字
を
含
む
差
声
文
字
列
は
考
察
の
対
象

入 去 平

1

1

平

上

去

1

1

入

平軽

1

1

入軽

字
、
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か
ら
外
し
た
。

二
　
上
声

・
去
声
の
複
数
種
声
点
差
声
字

ま
ず
、
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
化
に
よ
る
声
調
変
化
と
さ
れ
る
去
声
と
上
声

の
ず
れ
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
上
声
と
去
声
の
複
数
の
声
点
差
声
の
あ
る

漢
字
に
つ
い
て
見
る
。
用
例
は
次
の
諸
例
で
あ
る
。

＊
以
下
の
用
例
表
示
は
次
の
順
序
で
あ
る

当
該
宇
・
用
例
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
・
用
例
番
号
，
用
例
。
巻
次
，
行
数

ま
た
、
記
号
に
よ
る
ア
ク
セ
ン
ト
表
示
は
、
次
の
通
り
で
あ
る

高
音
節
●
・
低
音
節
Ｏ
・
入
声
韻
尾
音
飾
△

（入
声
軽
に
お
い
て
は
高
音
節
▲
と
な

る
）

鎧

Ｏ
●
０
●

　

，・
堅
雲
ァ
ン
鎧
工
ｅ
カ
イ
器
占
淫
ヽ

Ｏ
Ｏ
０
０

　

つち
忍
幸
〓
ン
鎧
会
〕
ヵ
ィ
式
嵐
沼

嫌

０
９
劇

　
　

３

謗
ェ
平
嫌
こ
っ
ヶ
ム
制
鵡
８

０
０
●
０

　

′１４
嫌
雲
▼
ム
恨
至
西
ン
留
あ
『

０
０
①
　

　

〓υ
嫌
Λ．曇
ァ
ム
怪
＊
♀
ァ
氏
捺
消
ノ
上
）
ミ
占
圧

心

Ｏ
●
０
引

　

６

耐
＊
曇
手
ィ
心
ェ
ラ
ム

（
Ｆ
習

ヲ
見
消
チ
訂
正
下
欄
）

①
ω
，ヽ
Ｏ
ｍ

Ｏ‐
引
○
０

　

７‘
心
曇
ラ
ム
肺
♀
Ｘ
ィ
聟
占
謎

然

０
０
●
●
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

８

住
【（吉
セ
ゥ
然
（と
、不
ン
烏
（も
ゥ
鷲
卒
濁
ラ
ュ
材
卒
）サ
ィ

エ猥
宗
平
▼
フ
ウ
　
Ｏ
ｏ
・∞
『
∞

明

Ｏ
Ｏ
⑥
引

　
９

疑
♀
Ｏ
キ
ョ
そ
然
雲
軍
ｆ
（薄
墨
）
怒
ふ
罵

Ｏ

Ｏ

ＯＩ

引

　

ｌｏ

余

曇
朱
Ｉ

ウ
ス
然

曇

朱
き

ネ
ン

？

沼

Φ

Ｏ
Ｏ
ｄ
ａ

　

Ｈ

悟
亭
デ
ム
然
会
ボ
ン
誤
あ
∞

Ｏ
●
０
●

　

ｎ必
閣
亀
朱
き
セ
ン
明
曇
未
も
亭ヽ
ウ
？
島
ｏ

Ｏ
劇
Ｏ
△
　
　
・３

明
雲
マ
ャ
ゥ
徹
ス
ァ
ッ
μ
・ぎ

○
●
０
劇

　

‐４

輪
雲
ァ
ン
羽
＊
全
▼
ウ
（偏
ハ
擦
消
ノ
上
）
Ь
鵡
毬

綱

Ｏ
Ｏ
⑨
ｑ

　

‐５

味
卒
）如
雲
▼
ゥ
毬
蔦
毬

士生
　
▲９
劇
コ
劇
　
　
　
　
１６
　
汁
桧
塁
朱
上
）シ
士主
（塁
朱
上
）キ
ヤ
ウ
ω
・Ｆ⑪ヽ

０
●
　
　
　
‐７

菫
亀
上
〕
十
キ
ヤ
ク
（単
点
軟
）
毬
ふ
ヽ

○
Ｏ
Ｏ
●

　

ｎい
憬
♀
ブ
主
要
き
キ
ャ
ク
忍
恙
ぶ

涯

●
０
　
　
　
１９

涯
こ
Ｏ
ヵ
ィ
甲
溺
ｏ
　
　
　
　
　
　
．

〇
●
Ｏ
Ｏ

　

”押
涯
釜
Ｏ
ヵ
ィ
際
卒
手
ィ
こ
と
協

謬

０
●
　
　
　
”れ
謬
曇
と
メ
ゥ
Ｓ
よ
亀

Ｏ

△

〇‐

ｑ

　

２２

錯

穴
ラ

ャ
ク
謬

会

ァ

ゥ

高

記
蔵

Ｏ

△

〇

●

　

２３

錯

穴

ジ

ャ
ク
謬

套

ァ

ゥ

潔

占

罵

ト

Ｏ
△
０
引

　
２４

錯
△
ス
ラ
ャ
ク
謬
△
曇
ア
吹
√
■
毬

○
△
Ｏ
●
　

嘘郷
錯
穴
ラ
ャ
ク
謬
釜
ァ
ゥ
含
恙
頓

○

Ｏ

⑨

９

　

２６

舛

拿

老

ン
謬

Ａ
一
雲

ア

ゥ

あ

占

８

茎

０
●
　
　
　
２７

墓
墓
上
⊇
タ
イ

怒
ふ
ト

Ｏ
●
●
　

　

お̈
茎
雲
迎
タ
ィ
桝
ェ
ラ
ャ
３
と
３

０
劇
●
　
　
　
２９

一量
霊
去
迎
タ
イ
桝
室
と
シ
ャ
∞
罵

０
０
●
　

　

３０

吉室
套
迎
タ
モ
桝
ェ
ラ
ャ
全
桝
」
ハ
捺
消
ノ
上
）
毬
や

す
べ
て
二
音
節
字
で
あ

っ
て
、　
一
音
節
字
の
用
例
は
な
い
。　
一
字
の
み
の

差
声
例
を
除
い
て
、
語
頭
宇
に
上
声
点
の
差
声
例
は
見
ら
れ
な
い
。　
一
字
の

み
の
差
声
例
は
、　
一
語
と
し
て
差
声
さ
れ
た
も
の
か
、
二
宇
以
上
の
熟
語
の

一
部
と
し
て
差
声
し
た
も
の
か
判
然
と
せ
ず
、
考
察
に
お
い
て
は
二
次
的
な

扱
い
に
留
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
字
の
み
の
差
声
例
を
除
く
≧
、
上
芦
点
差
声
例
は
、
す
べ
て

一
音
節
上

声
点
差
声
宇
か
二
音
節
去
声
点
差
声
字
の
後
に
見
ら
れ
る
。　
一
方
、
去
声
点

差
声
例
は
、
語
頭
か
、
平
声
点

・
入
声
点
差
声
字
の
後
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
上
声
点
差
声
例
と
去
声
点
差
声
例
の
相
補
的
な
分
布
は
、
単

宇
声
調
が
去
声
で
あ
る
二
音
節
字
に
お
い
て
、
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
化
に
お

け
る
中
低
型
ア
ク
セ
ン
ト
の
回
避
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
諸
字
は
、
本
文
献
の
加
点
者
に
お

い
て
、
単
字
で
去
声
と
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
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「鎧

。
心

・
然

・
明

。
童

・
謬

・
墓
」
の
諸
字
は

「保
延
本
法
華
経
単
宇
」

で
、
去
声
≧
さ
れ
て
い
る
。
　

，嫌
」
は

「保
延
本
法
華
経
単
字
」
で
平
声
と

さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
献
の
加
点
者
に
お
い
て
は
、
去
声
と
認
識
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〓
一　
平
声

・
去
声
の
複
数
種
声
点
差
声
字

平
声
と
去
声
の
複
数
の
声
点
差
声
の
あ
る
漢
字
は
、
次
の
諸
例
で
あ
る
。

冠

０
０
●
Ｏ
０

３‐

冠
曇
ブ
ヮ
ン
而
至
〓
冠
卒
ブ
ヮ
ン
寓
占
∞

①
●
Ｏ
Ｏ
Ｏ

”彪
冠
曇
ァ
ヮ
ン
而
正
三
冠
♀
ァ
ヮ
ン
秘
占
∞

玩

０

０

①

０

　

３３

珍

曇

子

ン
玩

亭

リ

ク
ヮ
ン

濯

占

含

０
０
０

　

　

鉤蛇

玩
＊
套
っ
ク
フ
ン
味

♀
て

令
死
」
フ
見
消
チ
訂
正
）

卜
∞
・
岸
ヽ
ω

塊

Ｏ
①
０
　
　
３５

虹
全
Ｏ
ク
現
●
ァ
ィ
冨
占
窓

○
０
０
　

　

」̈

埠
キ
こ

ヒ
現
＊
曇
じ
ク
ィ
全
倅
」
フ
見
消
チ
訂
正
下
欄

・

「侃
」
フ
見
消
チ
訂
正
上
欄
）
８
恙
認

Ｏ
Ｏ
●
　
　

”引
埠
♀
ビ
現
釜
ｅ
ヶ
ィ
８
と
８

峻

０
０
０
①

　

３８

昔同
会
ァ
ゥ
崚
卒
ラ

，

ω
■
逐
ｏ

Ｏ
Ｏ
△
〇
〇
〇
●３９

雉
ェ
ァ
蝶
ズ
鬱
テ
フ
崇
季
プ
ゥ
崚
曇
ラ
ュ
ン
ω
？
瑠

低

①
①
①
０
０
●
△
〇
△
０
０
①
Ｏ
Ｏ
Ｏ

４０

喉
卒
ξ
ゥ
吻
卒
ラ
ン
吐
こ
）卜
納
穴
）ナ
フ
抑
ズ
）フ
ク

卸
映
去
濁
）シ
ユ
ウ
一励
（去
）カ
ウ
肝
Ｒ
平
）テ
イ
μ『
・牌ぶ

０
０
０
　
　

４‐

低
套
デ
ィ
下
卒
Ｄ
ヶ
式
占
ぎ

０
０
０
０

　

ｎ彰
低
＊
（き
テ
ィ
影
♀
▼
ゥ
全
侶
」
見
消
チ
訂
正
）
毬
占
２

難

０
０
０
０
０
０
０４３

穀
雲
万
ン
難
卒
子
ン
不
こ
ラ
憚
季
ァ
ン
Φ
？
ぎ

０
０
０
△
　

４４

難
雲
）測
ズ
ラ
キ
∵
ふ
Φ

Ｏ
●
Ｏ
△
　

４５

難
会
）測
久
ラ
キ
∵
Ｓ
ｏ

０
０
０
０

　

枢則
該
曇
Ｏ
カ
イ
練
卒
ラ
ン
ぶ
嵐
認

○
●
　
　

　

”卸
練
曇
レ
ン
訳
あ
ぎ

０
０
０
０

　

”中
専
曇
ご
ン
廟
幸
ラ
イ
８
占
い

０
０
　
　
　

わ甲
鍮
奎
ラ
ィ

“
あ
爪

０
０
０
０
０
０
０５０

数
婁
万
ン
難
卒
デ
ン
不
ェ
ラ
憚
♀
ァ
ン
８
ヽ
い

Ｏ

△

０

０

　

曲ｍ

勿

尺

マ

ッ
憚

雲

ァ

ン

式

占

〓

Ｏ
Ｏ
０
　

　

５２

廃
工
子
霧
♀
ェ
ィ
８
ふ
ｏ

●
Ｏ
Ｏ
　

　

的”
凝
こ
ｙ
易
卒
ェ
ィ
路
も
∞

Ｏ
Ｏ
Ｏ
　

　

働υ．
廃
こ
デ
易
♀
〓
ィ
誤
二
愁

Ｏ
①
Ｏ
　

　

肛ω
凝
ェ
ァ
霧
♀
〓
ィ
埓
ふ
ｏ

Ｏ

△
〇
●

　

５６

覆

久
ラ
ク
霧

曇
ェ

ィ

器

占
毬
ｏ

Ｏ
●
Ｏ
Ｏ
●
●

５７

殴
翔
套
〓
イ
羅
ェ
ァ
霧
曇
ェ
ィ
羅
三
）ラ
ヽ
甲
島

○
○
●

　

　

的∞
瑕
卒
ァ
易
雲
三
ィ
虐
占
艦

０
０
①
△

　

５９

霧
奎
エ
イ
膜
久
▼
ク

葛
あ
器

０
０
●
０
０
●

６０

霧
雲
〓
ィ
羅
ェ
）ラ
易
曇
〓
イ
羅
至
）ラ
ト
甲
ド
∞

Ｏ
Ｏ
Ｏ
△

　

出鋭
易
♀
三
ィ
膜
久
▼
ク
８
あ
驚

０
０
　
　
　

ｍ堕
霧
曇
〓
ィ
８
・
ふ
ｍ

Ｏ
●
　
　
　

”̈

霧
曇
ェ
ィ
８
二
８

０
●
　
　

　

『∽
蒻
ホ
壬

ェ
ィ
（擦
消
ノ
上
）
８
記
島

○
●
　
　
　
６５

殿
物
釜
）エ
ィ

示
も
⑤

Ｏ
Ｏ
　
　
　

販̈

易
幸
）ェ
ィ
留
あ
鶴

○
○
　
　

　

″］
霧
卒
王
４

ω
ふ
ｏ

Ｏ
●
○

　

　

卿∞
率
雲
ァ
ィ
止
卒
ラ

］
守
Ｐ
綴

Ｏ
Ｏ
Ｏ

　

　

ｍ∞
華
卒
Ｉ
ィ
止
幸
ラ

ド
イ
き
∞

○
Ｏ
Ｏ
Ｏ

　

弥卿
華
卒
＞
ィ
影
拿
▼
ゥ

∵
留

○
Ｏ
ｑ
劇

　

７‐

酔
卒
ズ
ィ
檄
雲
万
ゥ

Ｓ
占
∞

練勘憚易華1敷
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腸一麗腎
一中

〇

〇

〇

●

　

”
比

傲

卒

万

ク
慢

奎

）

蔦

占

鴛

０
０
０
●
０
０
０
０

７３

腸
婁
）チ
ヤ
ゥ
腎
会
）シ
ン
肝
会
ァ
ン
肺
♀
Ｘ
ィ
］
ギ
囀
Φ
”

０
０
０
０
０
０
０
０

７４

腸
曇
き
チ
ヤ
ゥ
腎
霊
Ｉ
シ
ン
肝
曇
き
ゥ
ン
肺
ホ
（塁
モ
ハ
イ

（擦
消
ノ
上
）
埓
恙
罵

Ｏ
Ｏ
　
　
　
ＴЮ
腸
季
子
ャ
ゥ
留
恙
駅

Ｏ
Ｏ
０
　

　

７６

崇
（も

こヽ
埜
麗
♀
ラ
ィ
．
釜
堂
色
薄
）
〓
高
ω

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

７７
　
惑
歪

洋
墨
朱
上
）
シ
量
躍
亀

（薄
墨
朱
平
）
レ
イ
征
伝
薄
墨
朱
平
）
エ
ン

一表
食
薄
墨
朱
モ
モ
ク
∞
∵
馬

〇
●
０
０

　

いめ
精
曇
ラ
ャ
立
麗
裟
ラ
ィ
誤
～
ｏ

Ｏ
０
　
　
　
７９

一麗
曇
老
レ
ィ
遥
ヽ
ｏ

Ｏ
０

　

　

　

８〇

一麗
重
王

レ
ィ

濫

占
式

０
０
０
０
０
０
０
０

８‐

腸

釜

き

チ
ャ
ゥ
腎

（墨
王

シ

ン
肝

皇

き

ヵ

ン
肺

＊
（墨
晋

ハ
ィ

（擦
消
ノ
上
）
埓
誌
瑠

０
０
①
●
○
●８２

腎

曇

ラ

ン
肝

雲

万

ン
肺

曇

Ｘ

ィ

囀
甲

謡

ω

０
０
０
０
０
０
０
０

８３

腸

婁

）
チ
ヤ
ゥ
腎

雲

）
シ

ン
肝

会

万

ン
肺

卒

Ｘ

ィ

］
ギ

囀
ｏ
∞

Ｏ
●
Ｏ
Ｏ
０
０
０
０

８４

腸
塁
き
チ
ヤ
ゥ
腎
（墨
モ
シ
ン
肝
皇
き
ヵ
ン
肺
＊
（墨
老
（
ィ

（擦
消
ノ
上
）
埓
蔦
駕

０
０
０
０

　

ｏｒｏυ
心
曇
ラ
ム
肺
卒
ズ
ィ
営
占
記

０
０
０
０
０
●
〇
〇

８６

腸

婁

手

ヤ
ウ
腎

雲

ラ

ン
肝

雲

）
ヵ
ン
肺

卒

Ｘ

ィ

中
ギ

］
ω
ｍ

０
０
０
●
０
０

８７

腎

釜

ラ

ン
肝

裟

）
ヵ

ン
肺

曇

ズ

ィ

］
甲

器

０

こ
れ
ら
の
諸
例
は
、
差
声
の
タ
イ
プ
と
し
て
次
の
よ
う
に
類
型
化
出
来
る
。

ａ

（Ｏ
）
Ｏ
Ｏ
〇
　
一
音
節
上
声
点
差
声
字
か
二
音
節
去
声
点
差
声
字
の

後
に
平
声
点
差
声

ｂ

（Ｏ
Ｏ
）
○
●
　
語
頭
か
平
声

・
入
声
点
差
声
宇
の
後
に
去
声
点
差
声

ｃ

（Ｏ
）
Ｏ
０
〇
　

一
上
国
節
上
声
点
差
声
字
か
二
音
節
去
声
点
差
声
字
の

後
に
去
声
点
差
声

ｄ

Ｏ
Ｏ
…
　
語
頭
に
平
声
点
差
声

ｅ
０
〇
　
一
字
の
み
に
去
声
点
差
声

ｆ

Ｏ
〇
　
一
宇
の
み
に
平
声
点
差
声

「冠
」
～

「憚
」
の
諸
宇
に
お
い
て
は
、　
ａ

（Ｏ
）
●
０
０

，
ｂ

（○

Ｏ
）
０
０
と
い
う
相
補
的
な
分
布
の
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る

（こ
の
よ
う
な

分
布
。ハ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
で
考
察
す
る
）
。

「霧
」
は
、　
ａ

（Ｏ
）
Ｏ
⑨
⑨

・
ｂ

（Ｏ
Ｏ
）
○―
劇
の
差
声
例
も
見
ら
れ
る

が
、　
ｃ

（Ｏ
）
Ｏ
Ｏ
●

，
ｄ

Ｏ
Ｏ
…
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち

ｃ

（○
）
０

０
０
の
用
例
６０

「霧
羅
霧
羅
」
は

「霧
羅
」
の
ま
と
ま
り
で
熟
語
≧
考
え
ら

れ
る
。
　

ｄ

Ｏ
Ｏ
Ｉ
の
用
例
６‐

「霧
膜
」
は
、
同
じ
語
に
去
声
点
差
声
例

５９

０
０
‥
が
見
ら
れ
る
。

「華
」
に
つ
い
て
は
、　
ａ

（○
）
Ｏ
Ｏ‐
③

。
ｃ

（Ｏ
）
Ｏ
②
劇
の
差
声
例
は

見
ら
れ
な
い
が
、
ｂ

（○
○
）⑨
劇
Ｌ
ｄ

Ｏ
Ｏ
Ｉ
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。
ｄ

Ｏ
Ｏ
ｉ
の
用
例
６９

「華
止
」
は
、

「励
膜
」
と
同
様
、
同
じ
語
に
去
声
点

差
声
例
６８

が
見
ら
れ
る
。

「傲
」
に
つ
い
て
は
、
同
じ
語
に
異
な
る
声
点
の
差
声
さ
れ
た
用
例
は
見

ら
れ
な
い
が
、
ｂ

（Ｏ
Ｏ
）
０
０
と
ｄ

Ｏ
Ｏ
Ｉ
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。

「霧
」

「率
」

「倣
」
の
内

「率
」

「傲
」
に
つ
い
て
は
、
本
文
献
の
加

点
者
に
お
い
て
、
単
字
で
平
声
と
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な

い
し
し
か
し

「場
」
の
用
例
に
基
づ
い
て
言
え
ば
、
本
文
献
の
加
点
者
に
お

い
て
、
単
字
で
去
声
の
字
が
、
語
頭
で
平
声
と
な
る
場
合
が
あ
つ
た
こ
Ｌ
が

指
摘
で
き
る
。
た
だ
こ
の
様
な
変
化
は
、

「霧
膜
」
の
用
例
に
平
声
点
差
声

例
と
去
声
点
差
声
例
と
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
語
の
熟
合
度
を
ど
の
程
度
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と
認
識
す
る
か
に
よ
つ
て
、
生
じ
る
か
否
か
が
分
か
れ
た
と
言
う
こ
と
が
出

来
よ
う
。

「腸
」
に
つ
い
て
は
、　
一
字
の
み
の
差
声
例
を
除
く
と
、
ｂ

（○
○
）
○

０
の
用
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。

コ麗
」

「腎
」

「肺
」
に
お
い
て
は
、　
ａ

（○
）
●
⑨
Ｏ
と

ｃ

（Ｏ
）
Ｏ
②

Ｏ
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
内
、
　
コ麗
」
の
用
例
７８

「精
一麗
」
に
つ
い
て

は
、
な
ぜ
去
声
点
が
差
声
さ
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
し
が
た
い
。
し
か
し
、

「腎
」

「肺
」
の
用
例
に
基
づ
い
て
、
次
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
３

こ
の
二
字
を
含
む
用
例
８‐

８３

８４

８６

「腸
腎
肝
肺
」
８２

８７

「腎
肝
肺
」

に
つ
い
て
は
、
当
該
字
に
去
声
点
を
差
声
し
た
例
と
平
声
点
を
差
声
し
た
例

が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

「腸
」

「腎
」

「肝
」

「肺
」
を

一
字
で

一
語
と

見
な
す
か
、

「腸
腎
」

「肝
肺
」
の
ま
と
ま
り
で
熟
語
と
見
な
す
か
の
違
い

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

「腸
腎
」

「肝

肺
」
を
熟
語
と
し
て
差
声
し
た
例
が
、
上
声
点
差
声
で
は
な
く
平
声
点
差
声

で
あ
る
点
で
あ
る
。
従
来
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し

て
中
低
型
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
上
声
調
と
な
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

「腸
腎
」

「肝
肺
一
は
、

「腸
」

「腎
」

「肝
」

「肺
」

を

一
字
で

一
語
と
見
な
し
て
去
声
点
を
差
声
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例
が

一
方

で
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
熟
語
で
あ
つ
て
も
臨
時

一
語
的
な
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
ぅ
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
上
声
点
で
は
な
く
平
声
点
を
差
声

し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

３‐

３２

「冠
而
冠
」
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「冠
」
は
単
字
で
去
声
と
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「冠
而

冠
」
は
、
こ
の
ま
と
ま
り
を

一
語
と
見
な
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
際
、
三
字
目
の

「冠
」
に
上
声
点
で
は
な
く
平
声
点
を
差
声
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
前
に
立
ち
戻
っ
て
、
単
字
で
二
音
節
去
声
宇
で
あ
つ
て
、　
一
音
節

上
声
点
や
二
音
節
去
声
点
差
声
字
の
後
で
平
声
調
と
な
る
と
い
う
ア
ク
セ
ン

ト
変
化
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

従
来
、
単
字
で
二
音
節
去
声
の
字
が
、　
一
音
節
上
声
点
や
二
音
節
去
声
点

差
声
字
の
後
に
位
置
す
る
場
合
、
そ
の
二
音
節
去
声
は
、
上
声
化
十
る
Ｌ
説

か
れ
て
い
る
３
こ
の
様
な
声
調
変
化
は
、
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
の
中
低
型

ア
ク
セ
ン
ト
を
避
け
る
た
め
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
用
例
と
し
て
は
、

そ
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
根
本
的
に
は
、
中
低
型
ア
ク
セ
ン

ト
を
避
け
る
た
め
に
、
何
故
二
音
節
芸
声
が
上
声
に
変
る
の
か
、
そ
の
理
由

が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
音
節
去
声
字
の
後
の
二
音
節
去
声
宇
が
上
声
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
Ｄ

ｌ

０
０
①
●
↓
０
０
●
０

し
か
し
、
中
低
型
ア
ク
セ
ン
ト
を
避
け
る
た
め
の
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
と
し
て

は
、
他
に
も
次
の
よ
う
な
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。

２

０
０
０
０
↓
○
○
０
０

３

０
０
０
●
↓
０
０
０
０

こ
の
三
つ
の
変
化
の
タ
イ
プ
を
比
較
す
る
と
、
１

で
は
、
変
化
し
た
結

果
と
し
て
二
音
節
上
声
点
差
声
字
が
現
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
２

３

で

鰍ギ」轄『詢脚洋殊
・差鉢
‘字が嘲勤耗ぽ翻“輪咆ち枷噸φ嘉滅嗣敵、

さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
１

で
現
れ
る
上
声
点
差
声
宇
は
、
日
本
語
ア
ク

セ
ン
ト
化
の
結
果
と
し
て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
２
・
３

で
現
れ
る
平
声
点
差
声
字
は
、
そ
の
字
の
声
点

差
声
の
み
を
見
て
は
、
そ
の
声
調
が
単
宇
と
し
て
の
も
の
か
、
語
ア
ク
セ
ン

ト
化
の
結
果
と
し
て
現
れ
た
も
の
か
識
別
十
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

つ
ま
り
、
中
低
型
ア
ク
セ
ン
ト
を
避
け
る
た
め
に
、
一
一音
節
去
声
点
差
声

宇
の
後
の
二
音
節
去
声
宇
に
上
声
点
を
差
声
す
る
の
は
、
呉
音
単
宇
声
調
に

対
す
る
認
識
を
保
ち
つ
つ
、
実
際
の
読
誦
に
お
け
る
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
化

に
対
応
す
る
た
め
で
あ
つ
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
逆
に
言
え
ば
、
２
・
３

の
よ
う
な
声
点
差
声
が
見
ら
れ
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
文
献
の
加
点
者
は
、
単
字
の
声
調
よ
り
実
際
の
読
誦
に
お
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け
る
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
方
を
優
先
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

ま
た
、
臨
時

一
語
と
考
え
ら
れ
る

「腸
腎
」

「肝
肺
」
で
Ｏ
●
０
●

（二

宇
目
が
上
声
化
）
で
は
な
く
、
０
０
０
０

（二
宇
目
が
平
声
化
）
の
ア
ク
セ

ン
ト
が
現
れ
る
の
は
、
熟
合
度
の
低
い
臨
時

一
語
に
お
い
て
は
、
０
０
●
０

よ
り
も
Ｏ
●
Ｏ
Ｏ
の
方
が
相
応
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
型
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

ＺＯ
。

四
　
平
声

・
上
声

・
去
声
の
複
数
種
声
点
差
声
字

平
声
点

。
上
声
点

・
去
声
点
の
三
種
の
声
点
差
声
を
持

つ
字
は
、

「閲
」

の

一
字
で
あ
る
。

聞

Ｏ
Ｏ
Ｏ

　

　

ｏ。∞
弘
ェ
鬱
ク
聞
♀
ゼ
ン
甲
埓
ω

Ｏ

●

○

○

　

¨
∞

開

会

万

ィ
関

卒

老

ン

留

あ

誤

○
○

　

　

　

師却
閲
拿
セ

ン
∵
濯

○
○

　

　

　

榊沈

聞
卒
ゼ
ン

冨
あ
遥

Ｏ
①
　

　

　

光̈
関
♀
セ
ン
∵
淫
ド

０

●

０

●

　

ω
力

閲

皇

↓

揚

墓

与

ャ
ゥ

沼

恙

占

○

●

０

●

　

ｒヽ′‐激

聞

塁

朱
き

セ
ン
明

墓

朱
↓

卜ヽ
亭

ウ

？

島

ｏ

Ｏ
●
　
　
　
げ”
聞
曇
を
ン
∵
ふ
ヽ

０
０
　
　
　
９６

聞
皇
き
セ
ン
■
留

０
０
　
　
　
ｗコ
閲
塾
き
セ
ム
儲
占
Ｒ

一
宇
の
み
の
差
声
例
に
は
、
平
声
点
差
声
例
と
去
声
点
差
声
例
と
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
ら

一
字
の
み
の
差
声
例
を
除
く
と
、
語
頭
の
去
声
点
差
声
例
と

一
音
節
上
声

。
二
音
節
去
声
点
差
声
字
の
後
の
平
声
点
差
声
例
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
点
か
ら
は
、
先
に
平
声

・
去
声
の
複
数
種
声
点
差
声
字
の
項
で
考
察
し

た
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の

一
類
型
と
同
じ
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
こ
の
字
は
、
本
文
献
の
加
点
者
に
お
い
て
は
、
単
字
で
去
声
字
と
認

識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（
「保
延
本
法
華
経
単
宇
」
で
は
平
声

一↓

。
た
だ
、
語
頭
上
声
点
差
声
例
が

一
例
あ
る
こ
と
の
理
由
は
明
ら
か
に

し
難
い
し

五
　
平
声

・
上
声
の
複
数
種
声
点
差
声
字

平
声
点
Ｌ
上
声
点
の
二
種
類
の
声
点
差
声
を
持

つ
宇
は
、
次
の
諸
字
で
あ

一る
。

阿

○
０
０
０

　

的力
阿
△
卒
ァ
蘭
Ａ曇

ラ
ン
若
ハ．卒
〓
ャ

∵
“

●
Ｏ
△
　

　

ｍ刃
阿
ェ
デ
掲
ス
万
ッ
岳
あ
留

悪

①
Ｏ
Ｏ

　

　

ｎ中
歌
♀
ェ
ム
悪
こ

ヲ
器
占
８

０
０
０１

　

　

血

歌
♀
〓
ム
悪
水
（モ
買
擦
消
ノ
上
）
話
誌
電

劇
Ｏ
Ｏ
　
　
・０２

悪
こ
フ
唆

平
）ラ

Ｓ
，∞遥

蒲

○
●
０

　
　
・０３

紺
会
ゴ
ム
蒲
ャ
（Ｉ
（某
字
二
重
書
）
高
占
ぶ

‐
‐
ｏ
　
　
　
印
一
詞
力
理
り
蒲
皇
↓
ホ

ヽ
甲
冨

・

　

　

　

　

‐０５

蒲

星
と
ホ

３

あ
∞

叉

⑨
Ｏ
　
　
　
・０６

叉
こ
孝
迦
Ｃ
ヵ
∞
・瑠

。

・

▲
０

　

・０７

棲

工

万

博

穴

軽
ｅ

ハ
ク
叉

（子

シ
ャ

∵

留

・

。

▲
０

　

・０８

棲

全

万

博

穴

軽
迎

ハ
ク
叉

（モ

￥ヽ

ω
ヽ

μ

Ｏ

　

　

　

　

雨
中

叉

ム一■

ラ

ヤ

件振

炭́

ぶ

あ
３

波

Ｏ‐
○
○
　

　

・ｌｏ

波
こ

ハ
濤
宅

タ
ク

岳

∞ヽ
沼

●
‐
‐　
　
　
Ш
堀
蜜
と
キャ羅
ラ波
ハ
甲ヽ
８

●
劇

○
△
●

”呼
烏
墓
↓
ゥ
波
墨
と

（
敏
亀
入
つ

ハ
ツ
多

邑
も
夕
Ｓ

ふ
∞

膚

Ｏ
Ｏ
Ｏ

　

　

”中
連
♀
ラ
ン
膚

（Ｉ
フ
埓

高

Ｏ
Ｏ
Ｏ
△
０
０
０
△
Ｏ
Ｏ

‐・４

潤
皇
ご

ｉ
ノ
澤
塁
入
つ
タ
ク
皮
亀
モ
ヒ
膚

星
と
フ

細
三
入
）＊
ナ
ィ
一哭
皇
晋
ナ
ズ
擦
消
款
）
誤

馬
瑠

Ｏ
Ｏ
●

　

　

， 中
連
卒
ラ
ン
膚

こ
ジ

時
甲
鶴
ふ

Ｏ
●
　
　
　
位中
皮
♀
ご
膚
ェ
ラ
Ｎ頓・ピ
ｍ

流
Ｏ
Ｏ
Ｏ
　
　
・・７］
迅
♀
ラ
ン流
♀
形
」と
８

ｏ
●
　
　
　
中中
駿
こ
ラ
流
ェ
形
〕）
駅
］
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０
０
●
〇
〇
〇
〇

‐‐９

瑞

曇

ア

ン
流

至

形

競

卒

平

ャ
ゥ
奔

奎

系

ン

岳

馬

無

悟

●
○
　
　

　

‐２０

腿
【（と
キ
恰
卒
▼

ω▼
沼

Ｏ

①

　

　

　

　

‐２‐

腿
い
ェ

平

恰

奪
７

ヽ
甲

Ｓ

岸

劇
Ｏ
Ｏ
　

　

‐２２

恰
こ

イ
暢
翌

牽

ク
ト
琵

劇
Ｏ
Ｏ
　

　

‐２３

恰
・・
（と
ィ
暢
＊
（晋
チ
ャ
ゥ
（英
宇

二
重
書

。
「揚
」
フ

見
消
チ
訂
正
）
ａ
占
認

劇
〇
〇
　

　

‐２４

恰
こ

イ
暢
霊

牽

ゥ
『
μ
・む

Ｏ
Ｏ
●
　
　

， 蜘
悟
ギ
デ
ム恰
£
７

占ヽ
儲

嬰

Ｏ

ＯＩ

Ｏ

Ｏ

　

位蜘

嬰

卒

▼

玄

妄

卒

▼

ゥ

８

占
懲

Ｏ
●
引
劇

　
‐２７

身
曇
ラ
ン
嬰
霊
平
ウ
ピ
占
Ｓ

瞬

○

○

　

　

　

郷

瞬

亀

平
Ｏ

至ヽ

ン

寓

ふ

Ｏ

Ｏ
●
●
　

　

‐２９

不
ェ
ブ
瞬
霊
ジ
ラ

ド
？
濫
囀

０
●
　
　
　
　
‐３０

瞬
ェ
〕
シ
ュ
ン
謡
占
儲

０
●
　
　
　
”取
瞬
霊
上
り
とヽ
ン
畠
占
μ

狼

０
０
０
●
０
０
０
０
０
０

‐３２

焦

婁

老

ゥ
然

ェ

軍

ン
烏

霊

ラ

鷲

卒

Ｄ

シ

ュ
材

季

手

ィ

狼
卒
ァ
ゥ
８
あ
溺

●
引
引

　

　

‐３３

狐
£
ぢ
狼
こ
ァ
ゥ
埓
誌
ぎ

こ
れ
ら
の
諸
字
は
、　
一
音
節
字
と
二
音
節
宇
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

ま
ず
、　
一
音
節
宇
で
あ
る
が
、
用
例
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
か
ら
こ
れ
ら
の
字

が
単
字
で
平
声
字
で
あ

っ
た
の
か
去
声

（上
声
）
字
で
あ

っ
た
の
か
推
定
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

「保
延
本
法
華
経
単
字
」
で
は
、

「阿
」

「膚
」
は
平

声
宇
、

「蒲
」

「叉
」

「波
」

「流
」
は
去
声
字
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
字

は
、
本
文
献
に
加
点
し
た
者
に
お
い
て
も
、
単
字
で
去
声
で
あ

っ
た
も
の
が

多
い
で
あ
ろ
う
。

単
字
で

一
音
節
去
声
字
に
つ
い
て
は
、
理
論
的
に
は
、
先
に
二
音
節
去
声

宇
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
と
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。　
一
音
節
去
声
字
は
、

日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
化
の
過
程
で
、
曲
調
ア
ク
セ
ン
ト
を
避
け
る
た
め
に
上

声
化
し
た
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
平
声
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
曲
調
ア
ク

セ
ン
ト
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
平
声
点
を
差
声
す
る
と
、
単

字
で
本
来
平
声
で
あ
る
宇
と
区
別
が

つ
か
な
く
な
る
。
呉
音
単
宇
声
調
で
は

本
来
存
在
し
な
い
上
声
点
を
差
声
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
単
宇
声
調
に
つ
い

て
の
理
解
と
実
際
の
読
誦
の
際
の
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
化
と
を
折
り
合
わ
せ

て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
、
諸
例
を
見
る
限
り
、
二
音
節
去

声
宇
に
お
け
る
平
声
点
差
声
の
場
合
の
様
な
分
布
の
パ
タ
ー
ン
は
見
出
せ
な

い
。ま

た
ヽ

‐‐３

‐‐５

「連
膚
」
に
平
声
点
差
声
例
と
上
声
点
差
声
例
と
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
語
の
熟
合
度
を
ど
の
程
度
と
認
識
す
る
か
に
よ

っ
て
生
じ

る
か
否
か
が
分
か
れ
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

次
に
二
音
節
宇
に
つ
い
て
見
る
。
諸
字
の
内
、

「保
延
本
法
華
経
単
字
」

に
掲
出
さ
れ
て
い
る
字
は

「狼
」
の
み
で
去
声
で
あ
る
。
上
声
点
差
声
例
か

ら
は
、
こ
れ
ら
の
諸
字
は
本
文
献
に
加
点
し
た
者
に
お
い
て
も
去
声
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
平
声
点
差
声
例
に
つ
い
て
は
、
平
声

。
去
声
の
複

数
種
声
点
差
声
字
の
項
で
見
た
よ
う
な

一
音
節
上
声
点
差
声
字

・
二
音
飾
去

声
点
差
声
宇
の
後
に
現
れ
る
も
の
は
な
く
、
語
頭
か
平
声
点
差
声
字
の
後
で

あ
る
。エハ

　
そ
の
他
の
複
数
種
声
点
差
声
字

以
下
、
そ
の
他
の
複
数
種
声
点
差
声
宇
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
る
し

平
―
平
軽

平
声
点
と
平
声
軽
点
の
二
種
類
の
声
点
差
声
を
持

つ
字
は
、
次
の
諸
字
で

あ
る
し

暢

Ｏ
Ｏ
　
　

　

・３４

暢
Ａ・（老
チ
ャ
ゥ
∵
怒
岸

○
●
Ｏ‐
Ｏ‐

　

・３５

宣
套
）暢
卒
ァ
ャ
ゥ
冒
占
ふ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
　

　

‐３６

恰
‥‐…
（と
ィ
暢
平
（壬
チ
ャ
ウ
（菓
宇

二
重
書

・
「揚
」
フ

見
消
チ
訂
正
）
ａ
占
認
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●
０
０

　
　
・３７

恰
こ
イ
暢
宅
チ
ャ
ゥ
ど
，８

●
０
０
　
　
団
恰
ご
ィ暢
霊
チャゥ
Ｓ
や

Ｏ
Ｏ
　
　
　
・３９

暢
卒
子
ヤ
ウ
∵
留

９

０

０

△
　

　

・４０

暢

墓

平
警

チ
ヤ
ウ
克

久

ゴ

ク

（き

カ
イ

館

二
誤

唯

０
▲
０
　
　
・４．

琢
穴
警
、ニ

ノ
‐‐毛
（平
デ

ぶ
あ
く

Ｏ
①‐
？
　
　
・４

尼
ェ
〓
唯
♀
警
ク
爵
占
留

用
例
が
僅
か
で
あ
り
、
際
立
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
た

だ
、
既
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
平
声
軽
の
調
値
が
Ｏ
Ｏ
と
い
う
も
の

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

「虹
」
に
対
す
る
平
声
軽
点
は
、
疑
間
で
あ
る
。

入
―
入
軽

入
声
点
と
入
声
軽
点
の
二
種
類
の
声
点
差
声
を
持
つ
字
は
、
次
の
諸
字
で

あ
る
。

級

○
△
〇
△
　
　
‐４３

或

久
ラ
ク
級
久
▼
フ

８

馬
忍

Ｏ
●
劇
州

　

・４４

層
曇
迎
ノ
ウ
級
ス
警
キ
フ
ふ
も

撃

０
●
⑨
潤

　

‐４５

瓢
霊
Ｘ
ク
撃
尺
▼
ャ
ク
∵
あ
ｏ

Ｏ
△
　
　
　
・４６

撃
亀
る
キ
ャ
ク
８
あ
い

Ｏ
Ｏ‐
州

　
　
・４７

撫
♀
つ
フ
撃
穴
▼
ャ
ク
遥
占
〓

０
●
⑨
州

　

‐４８

瓢
霊
Ｘ
ウ
撃
ス
マ
ャ
ク
｝
占
ｏ

Ｏ

Ｏ

劇

潤

　

・４９

相

緑

塁
朱
モ

ヨ
ウ
撃

緑

塁
朱
入
警

キ
ヤ
ク

沼

誌

∞

飾

Ｏ
Ｏ
Ｏ‐
潤

　

・５０

螢
亀
Ｉ
キ
ャ
ゥ
飾
霊
入
ト
ン
キ
謡
あ
〇

〇―
潤
Ｏ
　
　
　
血

飾
墓
入
ロ
シ
キ
危
霊
モ
ク
キ
８
も
『

Ｏ
Ｏ
Ｏ‐
州

　

・５２

螢
♀
手
ヤ
ウ
飾
欠
迎
シ
キ
ｇ
点
∞

○
０
０
州

　

・５３

坐
♀
了
ヤ
ウ
飾
尺
鬱
シ
キ
ぎ
と
ヽ

０
０
引
▲‐

　

・５４

校
霊
き
ヶ
ゥ
飾
墓
入
軽
〕
シ
キ
？
К
∞

濁
○
△
　
　
　
憶中
濁
久
っ
チ
ョク
８
と
潔

０
０
０‐
バ

　

・５６

擾
会
軍
ゥ
濁
ス
リ
チ
ョ
ク
ギ
謡
岸

Ｏ
●
Ｏ
△
　

‐５７

揮
＊
（き
コ
ン
濁
ズ
も
チ
ョ
ク
（擦
消
ノ
上
）
Ｓ
馬
隅

Ｏ
●
引
州

　

‐５８

揮
雲
ぢ
ン
濁
ズ
軽
つ
チ
ヨ
ク
ミ
も

谷

〇‐
潤
○
○

　

い呻
谷
皇
る
コ
ク
響
曇
モ
ヵ
ゥ
ミ
高
駕

Ｏ
Ｏ
●
▲
　

・６０

巖
早
Ｏ
ヵ
ム
谷
．
ス
警
コ
ク
（英
字

二
重
書
）
８
籠
送

乏
○
△
　
　
　
血
乏
ズ
系
ク
留
お
認

Ｏ

引

引

　

　

‐６２

巨

曇

朱
晋

ク
千
乏

塁

朱
入
軽
迎

不
ク

認

と

窓

博

潤Ⅵ
刹
Ｏ
△
　

‐６３

博
穴
Ｘ
ク
突
欠
▼
□
３
あ
ｏ

０
引
引
Ｏ
　
‐６４
棲
工
万
惇
ス
軽
〕
ハ
ク
叉
季
チ
ャ

０
引
引
○
　
・６５
棲
王
万
博
久
軽
〕
ハ
ク
叉
♀
ラ
ャ

勒

●

０

潤

　

　

・６６

疏

（墨
上
ラ

勒

（墨

る

男

占

・
認

ω

Ｏ
ａ
▲‐

　
　
・６７

轡
霊

と
勒
（入
と
ラ

Ｏ
Ｎ
・８

従
来
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
入
声
軽
点
差
声
は
、　
一
音
節
上
声
か

二
音
節
去
声
の
声
点
差
声
字
の
後
か
、　
一
音
節
上
声
点
差
声
字
の
前
に
現
れ

る
と
さ
れ
る
。
諸
例
を
見
る
と
、　
一
音
節
上
声
字

・
二
音
節
去
声
字
の
後
に

入
声
軽
点
差
声
が
見
ら
れ
、
語
頭
か
平
声
字

・
入
声
字
の
後
に
は
入
声
点
差

声
が
見
ら
れ
る
宇
が
あ
る

一
方
で
、
逆
に
平
声
字

・
入
声
字
の
後
に
入
声
軽

点
差
声
が
見
ら
れ
、　
一
音
節
上
声
字

。
二
音
節
去
声
字
の
後
に
入
声
点
差
声

が
見
ら
れ
る
字
も
あ
る
。
ま
た
、

‐５７

‐５８

「揮
濁
」
で
は
、
入
声
点
差
声
例

と
入
声
軽
点
差
声
例
と
が
見
ら
れ
る
。

平
―
入

平
声
点
と
入
声
点
の
二
種
類
の
声
点
差
声
を
持

つ
字
は
、
次
の
諸
字
で
あ

）る
。

或

ｄ
Ｏ‐
○
△
　

・６８

或
卒
）穀
昼

コ
ク
８
蔦
毬

ＯＩ

州

○

○

　

山ゆ

或

尺

）斬

♀
⊇

サ
ム

ａ

占
鼠

０
パ
○
△
　

‐７０

或
ａ

剥
ａ

，

８
・示
ヽ

９

潤

○

○

　

”ｍ

或

欠
ァ

ク
挑

奪
ァ

ゥ

誤

誌
認

０
△‐
０
　

　

・７２

或
ス
）駆
ェ
万

Φ
？
示
⑪

Ｏ
０
０
０
△
〇
△
〇
△

‐７３

樋
卒
ア
フ
打
卒
寡
疋
（と
ッ
撻
兵
〕
タ
ッ
或
ズ
ラ
ク

哉
娑
入
）セ
ツ
　
ｍ
ｍ
・］
∞
∞

⑨
莉
○
○
　
”中
或
ス
ラ
ク桃
卒
Ｏ
テゥ
８
と
Ｒ

Ｏ‐

バ

○

△
　

　

‐７５

或

穴

ラ

ク
級

穴

平

フ

⑪
甲

謡

∞
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窪

〇‐
Ｏ
Ｏ

　

　

‐７６

千注
（平
つ
堂

大
卒
リ
タ
ィ

誤

鵡
３

０
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「或
」

は
喉
内

入
声
韻
尾
宇

で
あ
り
、
唇
内

入
声
韻
尾

の
母
音
化
に
基
づ

く
平
声
点
差
声
の
様
な
理
由
は
考
え
に
く
い
。

「窪
」

「門
」
は
、
本
来
入

声
韻
尾
宇
で
は
な
く
、
入
声
点
差
声
は
、
何
等
か
の
誤
解
に
基
づ
く
も
の
で

あ
ろ
う
。

上
―
入

上
声
点
と
入
声
点
の
二
種
類
の
声
点
差
声
を
持

つ
字
は
、
次
の
諸
字
で
あ
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ク
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♀
ゴ

］
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ぷ
ω

⑨
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薄
ズ
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♀
ビ
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甲
淫
Φ

末

○
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劇
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中螂
苫
卒
誓
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末
£
▼
羅
星
ァ

ω
蔦
ｑ

Ｏ
△
　
　

　

‐８９

末
久
▼
ッ
ｇ
蔦
毬

い
ず
れ
の
宇
も
、
上
声
点
差
声
例
の
字
音
仮
名
表
記
に
は
、
韻
尾
表
記
が

な
い
。
そ
の
こ
と
と
、
入
声
点
差
声
と
の
ず
れ
を
避
け
る
た
め
に
上
声
点
を

差
声
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

七
　
ま
と
め

本
文
献
に
お
い
て
複
数
種
の
声
点
差
声
の
あ
る
漢
字
の
す
べ
て
の
用
例
に

つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
出
来
て
い
な
い
が
、
次
の
二
点
に
つ
い
て

は
、
言
い
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
従
来
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
中
低
型
ア
ク
セ
ン
ト
を
避
け

る
た
め
に
上
声
化
す
る
と
説
か
れ
て
来
た
、　
一
音
節
上
声
宇

。
二
音
節
去
声

字
の
後
の
二
音
節
去
声
字
が
、
同
じ
ア
ク
セ
ン
ト
的
条
件
に
お
い
て
、
平
声

化
す
る
こ
と
が
あ

つ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
し
こ
の
条
件
に
お
い
て
去
声
字

が
上
声
化
す
る
の
は
、
単
字
と
し
て
は
存
在
し
な
い
上
声
の
声
点
を
差
声
十

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
単
宇
呉
音
声
調
に
対
す
る
認
識
を
保
ち

つ
つ
、
実
際
の

読
誦
に
お
け
る
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
化
に
対
応
す
る
た
め
で
あ

つ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
文
献
で
こ
の
条
件
に
お
い
て
平
声
点
が
差
声

さ
れ
た
用
例
に
、
臨
時

一
語
と
見
な
さ
れ
る
も
の
が
あ
る

（３‐

「腸
腎
」

８４

８６

「肝
肺
」
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
臨
時

一
語
的
な
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト

に
お
い
て
は
、　
一
音
節
上
声
字

・
二
音
節
去
声
字
の
後
の
二
音
節
字
は
、
平

声
で
あ
る
の
が
相
応
し
か
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

二
つ
目
は
、
熟
語
と
し
て
同

一
の
語
で
あ

っ
て
、
異
な

っ
た
声
点
の
差
声

さ
れ
た
用
例
が
見
ら
れ
る

（５９

６‐

「易
膜
」

。
６８

６９

「率
止
」

。
８‐

８３

「腸
腎
」

。
８４

８６

８７

「肝
肺
」

。
‐５７

‐５８

「
渾
濁
」
）
。

こ
れ
ら
の
用
例

は
、
ど
ち
ら
の
差
声
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
も
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
不
自

然
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
異
な

っ
た
声
点
の
差
声
さ
れ

た
用
例
が
見
ら
れ
る
の
は
、
語
と
し
て
の
熟
合
度
を
ど
の
程
度
と
認
識
す
る

か
に
よ

っ
て
、
更
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
変
化
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

注（
１
）
拙
稿

「高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
の
漢
字
声
調
に
つ

い
て
―
保
延
本
法
華
経
単
字
と
の
比
較
―
」

（鳥
取
大
学
教
育
地
域
科
学

部
紀
要
　
教
育

。
人
文
科
学
　
第
四
巻
　
第
二
号
　
平
成
十
五
年

一
月
）

（
２
）
去
声
と
上
声
の
ず
れ
、
平
声
軽

・
入
声
軽
点
の
差
声
に
つ
い
て
は
、

次
の
論
孜
が
あ
る
。
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沼
本
克
明

『平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
第

一

部
第
四
章
　
旦
（音
に
於
け
る
和
化
現
象
の
検
討
　
・第
一
部
第
五
章
　
　
呉

音
一の
声
調
体
系
に
就
て

（昭
和
五
十
七
年
二
月
　
武
蔵
野
書
院
）

（３
）
拙
稿

「宇
音
直
読
資
料
と
し
て
の
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳

華
厳
経
―
漢
音
系
宇
音
の
混
入
に
つ
い
て
―
」

（鎌
倉
時
代
語
研
究
　
第

二
十
三
輯
　
平
成
十
二
年
十
月
）

（４
）
注

（２
）
沼
本
克
明
氏
の
論
孜

（６
）
注
共
２
）
沼
本
克
明
氏
の
論
孜

［仕
記
］
本
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
文
献
の
閲
覧
‘
調
査
に
関
し
て
、
高
山

寺
小
川
千
恵
御
住
職
を
初
め
と
す
る
高
山
寺
御
曽
局
の
方
差
の
御
高
配
を
賜

っ
た
。
ま
た
、
集
島
裕
先
生
・
小
林
芳
規
先
生
を
初
め
と
す
る
高
山
寺
典
籍

文
書
綜
合
調
査
団
の
方
々
に
は
、
様
々
の
お
導
き
を
頂
い
た
。
記
し
て
深
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
８


